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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2026 年６月 12 日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、

2025 年９月 12 日に公表しました 2026 年７月期（2025 年８月１日～2026 年７月 31 日）の連結業績予

想（以下、「前回発表予想」という。）を修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

1. 当期の連結業績予想数値の修正（2025年８月１日～2026年７月 31日） 

 売 上 高 営 業 損 益 経 常 損 益 
親会社株主に帰属

する当期純損益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 損 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

14,440 
百万円 

570 
百万円 

560 
百万円 

370 
円 銭 

16.23 

今回修正予想（Ｂ） 13,500 △250 △34 △105 △4.59 

増減額（Ｂ― Ａ） △940 △820 △594 △475 △20.82 

増 減 率 （ ％ ） △6.5 - - - - 
（参考）前期 実績 

（2025 年７月期） 
13,478 513 504 320 13.74 

 

2. 修正の理由 

 売上高につきましては、2025 年 11 月以降の日中関係緊張等の影響により、第２四半期以降、当

社の主要市場である中国 EC における売上が大きく伸び悩んだことが主な要因となり、前回発表予

想を下回る見込みとなりました。第３四半期以降、当該影響は収束傾向にあるものの、前回発表予

想を挽回するほどの回復には至らない見込みです。 

また、当該影響により中国からの訪日外客数が減少したことから、当社直営店におけるインバウ

ンド売上も前回発表予想を下回って推移いたしました。加えて、化粧品輸入販売事業を営む連結子

会社である株式会社エムアンドディにおいて、円安の影響を踏まえた価格改定等により売上が伸び

悩んだことも、売上高の下振れ要因となっております。 

 営業損益につきましては、比較的利益率の高い中国 EC の減収に伴う利益の減少に加え、中国 EC

における競争激化に伴い、関連する広告宣伝費及び支払手数料が期初想定と比較し高騰したことか

ら、前回発表予想を下回る見込みです。 

経常損益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、為替相場が第３四半期まで円安

基調で推移したことにより、為替差益の計上が見込まれるものの、営業利益の下振れを補うには至

らず、前回発表予想を下回る見込みです。 

 なお、今回の業績予想の修正に伴う配当予想の変更はありません。 

 

 



（注）上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実 

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


